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１．位置図
：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で、3年間が経過している事業

④再評価実施後 3年間が経過している事業

群馬県 栃木県

④再評価実施後、3年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価

長野県

埼玉県

茨城県

山梨県

県

東京都

一般国道158号

松本波田道路 ④
ま つ も と は た ど う ろ

山梨県

神奈川県神奈川県

千葉県

1



２．事業の目的と計画の概要（中部縦貫自動車道）
■中部縦貫自動車道の概要

・ 松本波田道路を含む中部縦貫自動車道は、日本列島の中央部を東西に結ぶ延長約160kmの高規格幹線道路である。

・ 中部縦貫自動車道は、長野自動車道・東海北陸自動車道・北陸自動車道を結び、中部・北陸地方の広域ネットワークを形成。

中部縦貫自動車道 延長約160km

（東海北陸自動車道を除く）

松本波田道路松本波田道路
延長約5.3km

凡例

供用中

事業中

調査中
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２．事業の目的と計画の概要
（1）目的（1）目的

・広域幹線道路網の形成
・松本市内の交通混雑の緩和

（2）計画の概要 松本波田道路 延長5 3kま松 ま松

平面図

区間 ：自）長野県松本市島立

至）長野県松本市波田
計画延長 ：延長5 3km

（2）計画の概要

はた

ながのけん まつもとし しまだち

ながのけん まつもとし

松本波田道路 延長5.3kmま
つ
も
と
し

は
た

松
本
市

波
田

ま
つ
も
と
し
し
ま
だ
ち

松
本
市

島
立

再評価対象区間

計画延長 ：延長5.3km
幅員 ：19.5m～20.5m
道路規格 ：第1種第3級
設計速度 ：80km/h
車線数 ：4車線

5,300台/日

車線数 ：4車線
事業化 ：平成8年度
全体事業費：264億円
計画交通量：5,300台/日 ○○台/日：Ｈ42計画交通量

標準横断図

■標準横断図 〈盛土区間〉（単位：ｍ） ■標準横断図 〈橋梁区間〉（単位：ｍ）

位置図

富山県
群馬県

新潟県

■標準横断図 〈盛土区間〉（単位：ｍ） ■標準横断図 〈橋梁区間〉（単位：ｍ）

松本波田道路

岐阜県

長野県
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（３）国道158号現道の交通特性

２．事業の目的と計画の概要

・松本波田道路に並行する国道158号の交通特性は、周辺地域に起終点をもつ交通（内々）が25％、
起終点のどちらかが周辺地域にある交通（内外）が32％、周辺地域を通過する交通（外々）が全体
の43％を占めるの43％を占める。

国道１５８号の主な利用OD

国道158号のOD内訳
H17交通量
（百台/日）

比率

周辺地域（内々） 20 25%

国道158号現道のＯＤ内訳

外々交通外々交通

内
々
交
通
が
25周辺地域（内々） 20 25%

周辺地域 ⇔ 松本市 20 25%

周辺地域とその他の地域（内外） 25 32%

長野県内

岐阜県

外々交通外々交通
34(43%)34(43%)

25
％

内
外
交

松本波田道路

周辺地域 ⇔ その他県内 8 10%

周辺地域 ⇔ 他県 17 22%

内々交通内々交通
20(25%)20(25%)松本市

交
通
が
32
％

通過交通（外々） 34 43%

合計 79 100%

長野県内
内外交通内外交通
25(32%)25(32%)

外
々
交
通
が
43

※周辺地域とは当該事業が通過する地域
※H17道路交通センサスの現況ＯＤ調査結果を基に算出

43
％松本ICと波田IC間を結ぶ交通量は14百台/日である
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３．事業進捗の状況
（1）事業の経緯

昭和６２年度 高規格幹線道路に位置付け（第四次全国総合開発計画）
平成 ８年度 新規事業化
平成１１年 ３月 都市計画決定
平成１１年度 路線測量、地質調査

ま松 ま松

平成 年度 路線測 、 質調
平成１２年度 地元設計協議着手、道路・橋梁予備設計
平成１３年度～２２年度 周辺道路網（県事業波田北大妻豊科線）の見直しによる地元関係機関との調整
平成２３年 ３月 松本都市圏総合都市交通計画が策定

道路つ
も
と
し

は
た

松
本
市

波
田

つ
も
と
し
し
ま
だ
ち

松
本
市

島
立

再評価対象区間

10,369台/日
12,385台/日

16,968台/日
20,314台/日

松本波田道路 延長5.3km

5,300台/日
－

凡 例

上段：計画交通量
下段：H17道路交通センサス

（平日24時間）（平日24時間）

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道

縦断図

主）松本環状高家線松本電鉄上高地線

国道158号 新田松本線

波田ＩＣ
（仮称） 松本JCT

（仮称）
凡 例

橋梁部
土工部
現地盤高 5



３．事業進捗の状況
（２）周辺状況（ ）周辺状況

・松本波田道路は、長野自動車道と接続し、主に農地を通過している。

・周辺地域には、倭工業団地、大久保工場公園団地、松本臨空工業団地が立地している。

松本波田道路（延長5.3ｋｍ）

©日本スペースイメージング株式会社、デジタル・アース株式会社、©Google™
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（空間データ基盤）及び数値地図50ｍメッシュ（標高）を使用したのである。（承認番号 平19総使 第87号）
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４ ．事業の必要性に関する視点
（１）広域幹線道路網の形成

・ 松本波田道路を含む中部縦貫自動車道は、日本列島の中央部を東西に結ぶ延長約160kmの高規格幹線道路である。

・ 中部縦貫自動車道の整備により、長野自動車道・東海北陸自動車道・北陸自動車道を結び、中部北陸地方に高速交通ネットワーク
が形成され、都市間の所要時間の短縮が期待される。

（ ）広域幹線道路網 形成

■中部縦貫自動車道の整備状況 ■中部縦貫自動車道の整備により拡がるネットワーク

中部縦貫自動車道（全区間 延長約160ｋｍ）

（東海北陸自動車道を除く）（東海北陸自動車道を除く）

松本

福井

200

250

300

350
松本～福井

200

250

300

350

約2時間10分短縮

分

0

50

100

150

200

整備なし 整備有り凡例

供用中

事業中
凡例

供用中

事業中

調査中

0

50

100

150

整備なし 整備有り
約5時間00分 約2時間50分

注：一般国道・県道は30km/h、中部縦貫自動車道は70km/h、高速自動車道は80km/hで算出

調査中調査中

東海北陸自動車道

7
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４ ．事業の必要性に関する視点
（2）災害時におけるリダンダンシーの確保

・ 東海地震は、今後30年間に87％の確率で発生すると予測されており、発生時には東名高速道路・中央自動車道が
途絶する恐れがある。その際、近畿地方から関東地方への移動は日本海側ルートでは大幅な迂回が必要。

・ 中部縦貫自動車道は、東名高速道路・中央自動車道、及び、北陸自動車道の代替路としての機能を有し、首都圏

（2）災害時におけるリダンダンシ の確保

中部縦貫自動車道 、東名高速道路 中央自動車道、及 、北陸自動車道 代替路 機能を有 、首都圏
～中京圏・関西圏の国土軸のリダンダンシーを強化する。

東海地震発生時の高速道路ネットワークのリダンダンシー

■東海地震発生時の震度分布■東海地震発生時の震度分布

今後の高速道路のあり方

中部縦貫自動車道

今後の高速道路のあり方
中間とりまとめ（抜粋）

1)ネットワークのあり方考える基本的視座

広域的な幹線道路ネットワークについては

関東地方関東地方

広域的な幹線道路ネットワークについては、
地域の孤立化や多重性の欠如など災害面か
らの弱点を再点検し、その克服に向けて、
ミッシングリンクの解消や隘路区間の改良な
ど効果的な手法を選択し、緊急性の高い箇
所から重点的に強化を行う必要がある

震度７

震度６強

近畿地方近畿地方

所から重点的に強化を行う必要がある。

出典：今後の高速道路のあり方 中間とりまとめ
（平成23年12月9日 高速道路のあり方検討有識者委員会）

震度 強

震度６弱

出典：中央防災会議
「東海地震に関する専門委員会」より作成 8



４．事業の必要性に関する視点
(3)地域活性化の支援( ) 域活性化 支援

・周辺には、松本市の主要な観光地が多数存在し、これらの地域で松本市の年間の観光入込み客数の約5割を占め
る。

・中部縦貫自動車道全体の開通により、松本-上高地-飛騨高山-白川郷などの観光資源結ぶ新たなルートを形成し
観光客 増加が見込まれる観光客の増加が見込まれる。

松本市の観光入込み客数と観光消費額 新たな観光ルートの形成

③上高地なかでも 上高地は

その他, 100%

③上高地

142万人

②飛騨高山

245万人

①白川郷

150万人
松本市の主要な観光地は国道
158号周辺に多数存在

なかでも、上高地は
観光客：年間約１４２万人
観光消費額：年間約８６．８億円

中部縦貫自動車道（松本～飛騨清見 延長約84ｋｍ）

白骨温泉
浅間温泉 6 273

浅間温泉, 
1,667,570

美ヶ原温泉郷, 
6,138

美ヶ原温泉郷, 
2,434,740

美ヶ原高原, 
6,131

美ヶ原高原, 
2,986,980

その他, 5,774
,

1,797,734

60%

70%

80%

90% 3
1

4

2

6
5

松本城 , 8,777
松本城, 420,812

乗鞍岳 , 5,060 乗鞍岳, 
3,177,200

白骨温泉, 2,302

白骨温泉, 
2,223,450

浅間温泉, 6,273

30%

40%

50%

60%

首都圏

上高地 , 14,235

上高地, 
8,683,150

0%

10%

20%

観光入込み客数 観光消費額（千円）

中京圏

④松本城

87万人

⑤白骨温泉

23万人

⑥乗鞍岳

50万人

参考：長野県観光地利用者統計調査結果（H22）

首都圏からの周遊ルート 中京圏からの周遊ルート凡例

（数値は年間入込客数） 出典：H22 観光地利用者統計調査結果 （長野県）
H22 観光レクリエーション動態調査 （岐阜県）

国道158号周辺の観光地
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４ ．事業の必要性に関する視点
（4）国道158号の渋滞状況

・ 松本波田道路に並行する国道158号の損失時間は104.7千人時間/年・kmであり、全国平均（26.3千
人時間/年･km）の約4倍となっている。

（4）国道158号の渋滞状況

国道158号 松本波田道路並行区間

・ 松本波田道路の整備により、国道158号の交通円滑化が図られ渋滞緩和が見込まれる。

■交通状況■国道158号の渋滞の状況

国道158号 松本波田道路並行区間

2車線区間 4車線区間

①新村交差点(上高地方面への混雑）
H23.10.23

至
高
山

至
松
本
市
街②

松本ＩＣ

地

島
立
町
区

【凡例】

新
村

松
本
イ
ン
タ
ー

小
柴

町
区
東

下
新

北
新森

口
三
神
社

三
溝
駅

損失時間：約104.7千人時間/年･km

②新村交差点(松本市方面への混雑）

①

②

H23.10.28

出典：H21民間プローブ調査結果

【凡例】

■ ～ 50千人時間/年・km
■ 50～100千人時間/年・km 
■ 100～200千人時間/年・km
■ 200～ 千人時間/年・km

渋滞の程度
少ない

激しい

損失時間 約 千人時間/年
（全国平均：約26.3千人時間/年･km）

松本波田道路 L=5.3km

再評価対象区間
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４．事業の必要性に関する視点
（5）国道158号の事故の現状

・ 再評価区間に該当する国道158号の死傷事故率は79.8件/億台・kmとなっている。

・ 事故類型は追突事故が全体の約5割発生している。

（5）国道158号の事故の現状

国道158号 松本波田道路並行区間

・ 松本波田道路の整備により、交通の転換による交通事故の減少が見込まれる。

■国道158号の交通事故発生状況

国道158号 松本波田道路並行区間

至
至

国道158号新村交差点付近断面図

松本ＩＣ

松
本
市
街
地

至
高
山

断面図位置

松本ＩＣ

新
村

松
本
イ
ン
タ
ー

小
柴

町
区
東

島
立
町
区

下
新

北
新

森
口

三
神
社

三
溝
駅

①

①三溝駅付近（歩行者と大型車の様子）
H23.10.28

松本波田道路 延長5.3km

再評価対象区間
出典：交通事故データ（H18-H21）

【凡例】
■ ～ 50件/億台・km
■ 50～100件/億台・km
■ 100～200件/億台・km
■ 200～ 件/億台・km

事故率

少ない

多い
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４．事業の必要性に関する視点
（6）残工事の概要（6）残工事の概要

・ 工事は未着工で、用地取得率は0%である。

平面図

縦断図 凡 例

橋梁部

標準横断図

橋梁部
土工部
現地盤高

盛土区間（単位：ｍ） 橋梁区間（単位：ｍ）

主）松本環状高家線主）松本環状高家線松本電鉄上高地線松本電鉄上高地線

国道国道158158号号

新田松本新田松本線線

12

盛土区間（単位：ｍ） 橋梁区間（単位：ｍ）



４．事業の必要性に関する視点
（7） 中部縦貫自動車道が通過する県の整備状況（7） 中部縦貫自動車道が通過する県の整備状況

１

安房トンネル(高山側抗口）安房トンネル(高山側抗口）

１ ２

２

凡例

供用中

事業中

調査中

凡例

供用中

事業中

調査中３

●中部縦貫自動車道は全体の28%が供用済み、
28%が事業中、43%が調査中である。

●現在 既供用区間に接続する箇所から順に

■中部縦貫自動車道の事業進捗状況とその延長割合

供用中 事業中 計

整備計画
調査中 全延長

東海北陸自動車道東海北陸自動車道

高山清見道路（岐阜県）

３

●現在、既供用区間に接続する箇所から順に
整備を進めている。

2 5 7 27 34
6% 15% 21% 78% 100%
29 9 38 21 59

49% 15% 64% 36% 100%
12 29 41 18 59

20% 49% 69% 31% 100%
43 43 86 66 152

福井県区間

長野県区間

岐阜県区間

13

上段：延長（ｋｍ） 下段：上段延長/各県の全延長

43 43 86 66 152
28% 28% 57% 43% 100%

中部縦貫自動車道全体

油坂峠道路（岐阜－福井県）



４．事業の必要性に関する視点
（８）関連する事業の進捗状況
・平成13年にアクセス道路となる県道波田北大妻豊科線の事業が中断されたことにより、平成14年に松本波田道路も地元調整及び説明
会を中断。

・県道波田北大妻豊科線が平成22年松本都市圏総合都市計画に位置づけられ、平成23年度より地元協議を再開することから、松本波田
道路も併せて地元協議を再開。

（８）関連する事業の進捗状況

■県道波田北大妻豊科線の経緯（県事業）

・平成10年度
延長4 5k 事業着手

道路も併せて地元協議を再開。

延長4.5km 事業着手
都市計画決定

・平成13年度
事業中断を表明

・平成17年度

波田IC

・平成17年度
1.5車線整備を表明

・平成18年度
1.5車線整備 完成（2月）
2車線整備が順当であると表明（10月） 波田IC

予定地

幅員狭小、線形不良のため
大型車の通行が困難

2車線整備が順当であると表明（10月）
・平成22年度

松本都市圏総合都市交通計画策定(県事業)
・平成23年度

地元協議再開

1.5車線整備のため大型車の
すれ違いが出来ない

・平成24年度～
用地未買収地の取得
用地買収が整い次第、早期に工事着手

158
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５．費用対効果（計算条件）

■総便益（Ｂ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて
推計し 「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した

■総費用（Ｃ）

推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（ ）

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件 〔参考：前回評価(H19)〕■計算条件 〔参考：前回評価(H19)〕

・基準年次 ：平成23年度 平成19年度

・供用開始年次 ：平成40年度・暫定平成３２年度 平成29年度供用開始年次 平成40年度 暫定平成３２年度 平成29年度

・分析対象期間 ：供用後50年間 供用後40年間

・基礎データ ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ 平成11年度道路交通ｾﾝｻｽ

交通量の推計時点 ：平成42年度 平成42年度・交通量の推計時点 ：平成42年度 平成42年度

・計画交通量 ：5,300〔台/日〕 17,600〔台/日〕

・事業費 ：約264億円 約264億円

・費用便益比(B/C) ：1.3 1.8

15



５．費用対効果

走行時間 走行経費 交通事故
総便益 費用便益比

■事業全体

便益(Ｂ) 短縮便益 減少便益 減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
217億円 45億円 21億円 282億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

1 3費用(Ｃ) 1.3
201億円 12億円 213億円

■残事業

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

■残事業

便益( )
（Ｂ／Ｃ）

217億円 45億円 21億円 282億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

1.5
174億円 12億円 186億円

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

174億円 12億円 186億円

基準年：平成23年度
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６．事業進捗の見込みの視点

・松本波田道路の用地買収率は0％

・平成8年度に事業化、平成10年度に都市計画決定

・平成12年より地元協議に入ったが、平成13年にアクセス道路である県の事業（県道波田北大妻豊科線）中断により、
地元説明会を中断

・平成23年に県が地元協議を再開したことから、アクセス道路整備とあわせて、松本波田道路の暫定２車線での整備を
進める。

■事業の計画から完成までの流れ （松本波田道路）

H31 H32～H37 H38 H39 H40

都市計画決定
都市計画

決定

H25 H26 H27 H28 H29 H30H19 H20 H21 H22 H23 H24H13 H14 H15 H16 H17 H18年　　　度 H8 H9 H10 H11 H12

■事業の計画から完成までの流れ （松本波田道路）

公安・県・
市

ネクスコ

公安・県・
市

ネクスコ
鉄道 鉄道県・市 県・市 県・市 県・市 県・市 県・市

公安・県・
市

ネクスコ
県・市 県・市 県・市 県・市 県・市主な協議 都計アセス都計アセス都計アセス

公安・県・
市

ネクスコ

事業化・有料事業許可 事業化

設計
設計・用

地
用地設計 設計 設計設計・用地説明

設計・測
量

設計・測
量

設計 設計調査 設計 設計設計 設計 設計 調査測量・調査・設計
環境・地

質
環境・設

計

環境・地
質

設計

測量・設
計

地質
地質・設計

100%10% 25% 40% 60% 80%用地状況

理文 理文埋蔵文化財調査 前
回
再
評
価

今
回
再
評
価

舗装・橋
梁

暫定２車
完成

土工・舗
装

舗装
４車線完

成
土工 土工

土工・橋
梁

土工・橋
梁

工事状況

※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である
※平成23年3月末現在、用地取得率：面積ベース 17



７．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点（1）事業の必要性等に関する視点

・中部縦貫自動車道の整備により、中部、北陸地方との高速道路ネットワークが形成され都市間の所要時間が短縮される。

・中部縦貫自動車道は、東名高速道路・中央自動車道、及び、北陸自動車道の代替路としての機能を有し、首都圏～中京圏・関西
圏の国土軸のリダンダンシーを強化する。

・国道158号周辺は、松本市の主要な観光地が多数存在しており、中部縦貫自動車道の全体の開通により観光資源を結ぶ新たな
ルートを形成することで観光客の増加が見込まれる。

・国道158号の損失時間は104.7千人時間/年・kmであり、全国平均（26.3千人時間/年・km)の４倍となっている。

・国道158号の死傷事故率は79.8件/億台・kmとなっている。

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．3

（2）事業進捗の見込みの視点

・平成23年に県が地元協議を再開したことから アクセス道路とあわせて 松本波田道路の暫定２車線での整備を進める平成23年に県が地元協議を再開したことから、アクセス道路とあわせて、松本波田道路の暫定２車線での整備を進める。

・平成32年度供用を目指し、関係機関及び地元協議を実施しながら、効果の早期発現のため、暫定２車線での整備を進める。

（3）都道府県・政令市からの意見
・長野県知事の意見

中部縦貫自動車道（一般国道158号）「松本波田道路」は、長野県と北陸地方を結ぶ高速交通ネットワークを形成する道
路であり、広域的な観光や産業の活性化などに、大きな効果があるものと期待しています。

また、慢性的な交通渋滞の緩和や安全性・快適性の向上による地域活性化のために必要不可欠な道路であります。

（4）対応方針（原案）

平成23年3月策定の松本都市圏総合都市交通計画の中で、中部縦貫自動車道と併せアクセス道路網の位置付けがなされた
ことからも、事業の継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業の推進を強く要請します。

・事業継続

・今後は、松本都市圏総合都市交通計画（Ｈ２３．３）により周辺道路網の整備方針が示され、事業の見通しが立てられ
たことから、地元協議を再開し早期の完成に向けて事業進捗を図る。
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